突然で失礼します。　　　　　　　　

私は　〇〇号室に居住している〇〇と申します。
今、政府は、2030年時点で、原発をどうするかのパブリックコメントを求めています。8月12日午後6時までの期限です。
選択肢は、①ゼロシナリオ、②１５シナリオ、③２０-２５シナリオ　です。
これは2030年の時点で、エネルギーの比率を、原発をゼロにするのか、15%にするのか、20-25%にするかの意味です。
②の2030年で15%は、2010年時点で25%だったことから考えると、2030年の15%は減っているように見えますが、既設の原発の減価償却を終了する40年間まで運転をほぼフル稼働し、原発を使い続けるシナリオです。地震活動期に入ったという日本列島で、従来通りに現在の原発を使い続けます。15%を守るためには、原発の建て替えや新設も含まれる可能性が大で、原発温存シナリオです。
③の2030年で20-25%というシナリオは、原子炉が40年で廃炉にすることを考えれば、数多くの原発を増設するシナリオです。原発推進シナリオで、脱原発に向かうと言っていたのにこのようなシナリオが出てくるのは、②の15%に持って行きたいためのシナリオと言われています。

原発は、そもそも廃棄物の処理のめども立たず、若い世代、まだ生まれていない世代にまで負担を押し付ける政策です。現在の私達の都合のために、子や孫や更にその玄孫まで、放射性廃棄物をますます残し続けてよいのでしょうか。

パブリックコメントなんて、多くの人が、今回が初めてです。
でも原発をどうするのかというこの問題に、是非、多くの方に意見を表明して頂きたいと、このようなプリントを作成しました。
裏のFax用紙に、必要事項と選択肢を記載し、03-6368-9460まで
8月12日18時までに、お送りくださいますようお願いします。
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PS:原発を許してきた世代が、東日本を汚染させ、福島をはじめとする多くの人々を苦しめているお詫びとして、私はささやかな活動しております。
